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生体を観察するためのイメージングシステムは国内外

の研究機関や企業においてこれまでに多数開発されてき

ている．しかし，いずれのイメージングシステムも，イメージ

ングシステムの適用範囲や観察に要する手間やコスト等

の大きな課題が未だに存在する．そこで，このような課題

を解決する高機能イメージングシステムの開発のために，

微細加工を利用したマスク作製を行った． 

１．概要（Summary） 

 

【利用した主な装置】 
２．実験（Experimental） 

・ マスクレス露光装置 
・ スピンコーター 
・ ドラフトチャンバー 
・ 酸アルカリドラフトチャンバー 
• 多目的エッチング装置 
• プラズマアッシャー 
• スパッタ装置 
• 短波長レーザー顕微鏡 
• レーザー描画装置（筑波大微細加工 PF） 
【実験方法】 

実験では石英基板にスパッタリングによりクロム膜を施

し，レーザー描画によりレジストのパターンニングを行う．

クロムエッチングと石英エッチングを行った後に，レジスト

膜の剥離と露光によるパターンニングを行った．その後，

クロムエッチングとレジスト膜の剥離を行い，所望のマスク

を製作した．なお，実験ではスケールの異なる 2種類のマ

スクを作製した． 
 

作製したマスクのレーザー顕微鏡観察結果を Fig. 1 に

示す．設計したマスクパターンが所望のアスペクト比で得

られていることを確認した． 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
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Fig. 1. Image of the mask pattern captured by a 
laser microscope. 


